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27 サタワル語
SATAWALESE

【主な使用地域】 ミク ロネ シア連 邦ヤ ッ

プ 州 に属 する サ タ ワル島 の 言語 。2007

年 現在、話 し手 約1000人 の うち、サ タ

ワル 島に600人 、州 都ヤ ップ島 に約200

人が在住 。その他、グアム、サ イパン、

ポー ンペ イにあわせて約120人 、 八ワイ

と米 国本土 に約50人 の話 者が いる とみ

られ る。

どんな言語？  ,,  、  ㌔ サ タワル語 は・ オ セ アニ ア諸 語 の な

     ,、 .    、 かの ミクロネ シア諸 語 に属 し、 チ ュ

ー ク(ト ラ ック)語 、 ウ ォレアイ語 、 プル ワ ッ ト語 な ど と並 ぶ チ ュー ク系

の言語 で す。 ミクロネ シアの言 語 は、発 音面 で は二重 子音 の存 在 や母音

の数 が多 い こ と、 文法 的 に は助 数詞 の存 在 な どが よ く知 られ て い ます

が 、サ タワル語 も例 外 で はあ りませ ん。

 助数 詞 とは、｢1匹 、2匹 …｣、｢1枚 、2枚 …｣と い う ように、 もの を

数 え る ときに用 い る こ とばの こ とです。 サ タ ワル語 の場合 には、 た とえ
          ユロ                   ロ ロ

ば 犬 を 数 え る と き に は｢e-rhai, riu-rhai, eoniu-rhai_｣、 木 の 葉 を数 え
      コ ぢし        サ な      ヨ  の な

る と きには｢errheo, riuwa-rheo, eoniu-rheo_｣と な ります 。対 象物 の

形 態 に よ り使 い分 け られ るの で、 た とえば同 じタ ロイ モで も｢ひ とか け

らの タ ロイ モ｣と い う と きな らe-giufet woot(wootは｢タ ロ イ モ｣)、

｢ひ と切 れ の タ ロイ モ｣な らetip woot、 さ らに｢半 分 に切 り分 けた タ ロ

イ モ｣の 数 をい う時 に はe-peik wootと い う具合 で す。 日本 語 で木 を数

える とき に も、｢1本 、2本 …｣だ けで な く、木 材 にな れ ば｢1枚 、2枚

…｣ 、木 屑 で あれ ば｢ひ とか け ら、 ふ たか け ら…｣と な りますね。

 お も しろい の は、｢10｣を 表 す ときに は単 位 がつ かな い こ とで す。対 象

物 が何 で あ って もseig(ま れ にseik)。 したが って、犬10匹 で も木 の葉

10枚 で もseig｢10匹/10枚｣、 タ ロ イ モ も ど ん な 形 で あ っ て もseig
タロイモ

woot｢タ ロ イ モ10か け ら/10切 れ/片 割 れ10個｣。10以 上 の 数 は ど う



                              と   ユ

な るのかです って? サ タワル語 の数 は、11以 上 はseig me ew｢11｣、
 り   と     

seig me riuwa｢12｣の よ うに、10に1の 位 の数 を足 して ゆ く体 系 とな っ

てい ます。 した が って もの を数 え る ときに は1の 位 を助 数詞 の 形 にす れ
          と      ゆ と  エ

ば 、 そ れ でOK。 seig me erhai｢11匹｣、 seig me riurhai｢12匹｣と な る

わ けで す 。
                                     ヨ

 さて 、 サ タ ワ ル 語 で 単 に 数 を数 え る と き に は 、eota, riuwa, eoniu_
                      ヨ

ですが、 速 くい う時 に はeot, riuw, eon_と な ります。 日本語 で、｢ひ と

つ、ふ た つ、 み っつ …｣と い う数 え方 と｢ひ い、ふ う、 み い…｣と い う数

え方が あ るのに似 て い ますね。 また、｢1つ 目、2つ 目、3つ 目…｣と い

う序 数詞 は、aeewan,oaruwouwan, aeinuwan...と な ります。

 この ほかサ タ ワル語 には、 オセ アニ ア諸 語 の例 に もれ ず、 動詞 の他動

詞形 、対 象 の性質 によ って使 い分 け られ る複数 の所 有 詞、 代名 詞 の接尾

辞形(主 語 代名 詞 ・目的語代 名 詞)の 存 在 な どが 知 られ て い ますが 、詳 細

につい ての言 語学 的 な記述 は まだ あ りませ ん。

● 使ってみようこんな表現!
 チ ェ チ ェ メ ニ

 Chechemeni!｢よ く考 えろ1｣。

 1975年 か ら76年 にかけて開催 された沖縄海洋博 覧会 には、サタ ワル島

か ら6名 のクルーが伝統 的な航 法でアウ トリガー カヌー を操 り、3000キ

ロの航海 を成 し遂 げて来 日しました。チェチェメニ号 とい う名前 のこの カ

ヌー、建造中に持 ち主であ る トコメイ氏 が夫婦喧嘩 をし、奥 さんにむか っ

て｢チ ェチ ェメニ!チ ェチェメニ1(よ く考 えろ1 よ く考 えろ!)｣と 叫

んだことか ら、人々が こう呼 び始めたそ うです。遠 く｢日本｣と い う地への

旅 は、島の会議での話 し合 いにはじまり、 クルーの選抜 、積 み荷 を準備 し

た残 され る人 び との思い、航海中の その時々 の気候や状 況に応 じた的確 な

判断 など、多 くの人々がよ く考 え知恵を働 かせた結果の成功 であ り、 チェ

チェメニ号はその名にふさわしい役割 を果た した と言 えるか と思 います。

(チェチ ェメニ号 は現在、大阪 の国立民族学博物館 に展示 されています。)

サタワル語の今　　 世 界 に は近 年 まで正 書法 が な か った

言 語 が珍 し くあ りませ ん。 サ タ ワル

語 も例 外 で はな く、文 字が使 われ る よ うに なっ た の は1960年 代 か ら70

年代 ごろ と考 え るのが 妥 当 な ようです 。初 期 の ころに は、9つ あ る母 音
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の うち7つ だ けを3つ の文 字 だ けで 表 記 し ま した。 た とえ ばaと い う

文字 で/a/,/ae/,/α/の3つ の異 な る音 を示 した そ うで すか ら、 書 か れた

もの を読 む には さぞ想 像力 が必 要 だ った こ とで しょ う!そ れ以 来 、6通

りもの正書 法 が提 案 され用 い られ て きま した。

 もっ と も問題 にな るの はa,e,i,o,uと 書 け ば す む/a,ε,i,o,u/以 外 の

母 音/ae,廿,e,D/の 表 記 で す 。 た と え ば、/ee/を 示 す の にa,a,ae,ま た

/D/を 示 す の に6,6,0aな ど とい う異 な る文字(の 組 み合 わ せ)が 考 案 さ

れ ま した。現 在 は こうい った母 音 の表 記 に は、ae,oaな どの2つ の文 字

の組 み合 わせ を用 い るのが 主流 にな って い ます。

 子 音 に つ いて も、 そ う単 純 で はあ りませ ん。 サ タ ワ ル語 で は[1]は

/n/の 異 音 で あ り、[1]も[n]も 、nと 書 けば そ れで よい はず 、 とい う

の は言語 学者 の考 え方。 なぜ かサ タ ワルで は、固有 名 詞 を書 くときに は

[n]を 示 すの に1の 文字 を使 うのが 習慣 とな って い ます。 た とえ ば島 の

名 前 は、 ア ル フ ァベ ッ トで はSatawa1と 書 き、 英語 や 日本語 で は｢サ タ

ワル 島｣と 呼 ん で い ます が、 サ タ ワル語 で の実 際 φ発 音 は[satawan]、

つ ま り｢サ タ ワン｣な の です! 同様 に、rの 二重 子 音/rr/は 、 chで 書 く

習 慣 にな っ て い ます。 で す か ら、Sauchoma1と い う人 名 は、 発音 に従

って書 けばSaurroman｢サ ウ ッロマ ン｣。

 その ほか に も、半母 音 の記 述 や形 態音 韻論 的 変化 が起 こ る場 合 の書 き

方 な ども統 一 されて い ない た め、同 じ単 語 がyiwe,ye,yaと 書 か れ た り

iwe,e,iaと 書 かれ た りす る な ど、 実 際 に書 か れ る もの を み る と、実 に

バ ラエ テ ィ豊 か。 表記 法 の統 一 に努 力 され て い る学 校 の先生 方 の苦 労 は

まだ まだ続 き そ うで す。

匹1お 奨 め の 本 サ タ ワ ル 語 に 関 す る 最 新 の 文 献 は 、K. M. Roddy, A

sleetch grammar Of Satawalese, the language Of Satawal Island, Ymp

State, Micronesia(MA thesis, Department of Linguistics, University of

Hawai'i,2007)で 、 文 法 の 概 要 に 加 え 、 語 彙 リス トや 日本 で 出 版 さ れ た テ

キ ス ト資 料 の 紹 介 も あ り ます 。 簡 単 な 語 彙 集 に は 、M. McCoy and A. N.

McCoy, AkkaPat faiufaiun kkO)esan satawal me Pwan kkePesan merike

[A Satawalese-English wordlist].(Satawal Island,1990), J. Tiu・

cheimal and J. C. Marck, English-Satawalese dictionar: trial version
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(University of Hawai'i,1980)、 さ らに1970年 代 に使 われ て いた 文 化 用

語 とそ の解 説 を中心 とす るSatawalese Cultural Dictionalyが 近刊 予 定 と

な っ て い ます。 サ タ ワル 島 の文 化 につ い て 知 る に は、｢海 に生 き る一 ミク

ロ ネ シ ア ・サ タ ワ ル 島 の 人 び と｣(『季 刊 民 族 学 』13、1982)、 ま た、DVD

『チ ェ チ ェメ ニ号 の 冒険 』(海工 房 、1976)は 、航 海 の記 録 だ けで な く、 サ タ

ワル島 の暮 ら しぶ りや 文化 背 景 が織 りこ まれ た 内容 とな っ て お り、 お すす

め です 。

サタワル語を話す人々 ポ リネ シアや ミク ロネ シアでは・ ヨ』

ロ ッパ人 来訪 の何 世紀 も前 に洗 練 さ

れ た遠洋 航海 術が 発達 し、 島 々の 問 を人 が 自在 に往 き来 して い ま した 。

サタ ワル の人 び とは、 この伝統 的 な航海 技術 を現 在 まで維 持 して い る こ

とで よ く知 られ て い ます。2007年 に 日本 へ も来 航 し た ホ ク レ ア号 は

1975年 に古代 ハ ワイの 工法 に従 って建 設 され ま したが 、実 際 に航 海 す

るた めの知識 はポ リネ シアで は完 全 に失わ れ て しまっ てい ま した。 羅 針

盤や磁 石 を用 いず、 星 と潮 と波 を手が か りに己 の位 置 を知 り進路 を定 め

る方法 を伝 授 した の は、サ タ ワル出身 の航 海士 マ ウ ・ピア イル クです 。

限 られた者 の み に教 える こ とが許 され て いた この｢秘 密 の専門 知識｣を 地

域 の外 に解 放 した この航海 士 の決 断 は、 その後 、 ポ リネ シア文化 の復興

に大 き く貢 献 す る と同時 に、 失わ れ つつ あ った航海術 の保存 に も役立 っ

こ とに な りま した。

サ タ ワル語 は海や 船 に関す る語 彙が 豊 かで 、 カヌー の部位 の名 称 だ け

で も150以 上 を数 え ます。 また、 航海 術 に関 す る語 に、 日本 語 や西洋 言

語 の概 念 にそ の ま ま翻訳 で きな い ものが た くさ んみ られ る こ とは、 この

ような背景 を考 えれ ば、 む しろ当然 で あ る とい え るで し ょう。
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サ タワルの帆走 カヌー(左)と カ ヌーの船 首建造 の手習い(写 真提供:須 藤健一)
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